
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

利用者の利便性向上と実施施設の負担軽減のため、令和７年度よりネット予約サービスを導入した。

来年度以降の方
向性

市民が病児・病後児保育をより利用しやすい環境を整備するため、引き続き利用率が低い要因を把握し、その要因を解消するための取り組みを
継続的に実施していく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

新規開設の打診を行った医療機関からは採算面・運用面で開設が難しいとの声があったことから、課題解決
を図りながら医療機関との交渉を継続し、市民が利用しやすい環境整備を行う。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

60% 70% 78% 80% 82% 85%

↓

アウトカム
成果指標1

利用申込人数に対する、実際に受け入れできた人数の割合 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

７施設 ８施設 ７施設 ８施設 ９施設 １０施設

人工

指標

アウトプット
活動指標1

病児・病後児保育事業実施施設数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.35 人工

令和7年度予算額 120,000 千円 うち特定財源 75,447 千円 正規職員業務量 0.35

正規職員業務量 0.35 人工

令和6年度決算額 89,827 千円 うち特定財源 60,605 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.35 人工

令和6年度予算額 112,000 千円 うち特定財源 74,016 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

安心して子育てと就労の両立ができ、子どもを生み育てやすい環境の充実を目的とする。

他都市の状況

全政令市で病（後）児保育事業を実施。
さっぽろ連携中枢都市圏全１２市町村中８市町が病（後）児保育事業を実施。

市民参加の実施

令和5年度決算額 67,622 千円 うち特定財源 36,625

施策名 多様なニーズに応じた保育サービスや、児童が放課後に過ごす安全

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

共働き家庭やひとり親世帯の増加による保育需要の増加に伴い、児童の罹患時における保育にも子育て世帯のニーズが高
まっており、子育てと就労の両立が可能な環境づくりが求められている。本市は平成１１年から本事業を開始しており、令和５年
度までは病後児対応型７施設を実施していたが、令和６年度は病児対応型５施設と病後児対応型２施設での実施。
令和５年度に実施した市民アンケートでは年間約３万人の利用ニーズを確認していることから、引き続き市民が利用しやすい環
境整備を行っていく必要がある。

事業内容
（何を実施し）

子どもが病気の際、就労などで自宅での保育が困難な場合に、医療機関に併設・付設した施設で一時的に保育する。施設に
おいて、保育士及び看護師が病気の児童の保育、看護、給食の提供等を行う。
１．対象児童：生後５か月から小学校６年生まで
２．実施施設数：７施設（病児対応型：５施設、病後児対応型：２施設）
３．定員：各施設４人（計２８人）
４．保育日：月曜日から土曜日まで（祝日、１２月２９日から１月３日を除く）
５．保育時間：午前８時から午後６時まで
６．令和６年度利用申込数：２，６８０人
７．令和６年度延べ利用者数：１，２４５人

事業名 病後児デイサービス事業費
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